
Title 公開工業研究所に対する私見（下）
Sub Title
Author 山崎, 繁樹

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1916

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.10, No.3 (1916. 3) ,p.359(87)- 370(98) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19160301-

0087

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


0
十

怨
(一

一

一

五
八)

雜

錄

‘

歐
洲
跗
_
の
戰
赀
と
戦
#
財
政

八
六

阼
尔
屮
铞
乃
々
初
^
於
け
る
細
齊
«
信
爲
稃
和
-«
な
. 

(

半
準
如
圾
は
四
茆
八
六
仙
半
な
ぅ)

}1
Ti四 彐 ニ

四
卯
八
四
五 

四
八
四 

W

八
一
七
泜 

四
八
O'

七
九
七
五 

四
七
八
.七
31

七
刀
叫
卯
七
七
！

 
ニ五 

八 

四

.七
，：ハ七五
 

.，九 

四
六

1ーー
 

〇 

四
七
ニ
ー
 

i 

1 

四
六

}

fH

ハニ五
 

ニ 

四
七
〇
七
豇

英
國
の
外
國
贸
易
は
輸
出
に
對
し
て
、
輸
入
の
超
過 

す
る
も
の
甚
だ
多
X

"
米
國
の
布
M
®
券
が
或
る
程
度 

爻
で
英
國
の
所
布
漭
に
依
て
、
a

w

R寶
戾
さ
れ
れ
り 

ビ
離
も
、
其
效
艰
大
な
ら
す
、
八
月
に
至
つ
て
前
表
の 

示
す
如
き
和
«
を

品

し

"
結

局

英

佛

聯

合

の

公

偾

の

發 

ir
を
見
る
こ
ビ
、
爲
れ
る
も
の
な
れ
ど
も
> 
相
場
は
容 

易
に
平
準
點
に
近
づ
く
能
は
ず
"
遂
に
大
藏
大
Ri
マ
ツ 

ヶ
ン
氏
を
し
て
米
國
有
©
證
券
の
資
M
sf
畫
を
案
出
す 

る
に
至
ら
し
め
た
ぅ
。
 

,

.
佛
蘭
西
は
米
國
に
對
す
る
關
係
に
於
て
は
"
英
國
に 

類
似
す
る
も
の
ゎ
り
ど
«
も
-1

方
R
同
®'
は
英
國
に 

僙
務
を
貨
ひ
、
隨
て
偸
敦
宛
參
着
柑
場
は
&
里
に
.於
て 

翁

し

く

騰

®

し

れ

即

ち

開

戰

當

初

一

：一
三
筒
月
間
は 

和
圾
は
ホ
寧
點
以
下
に
居
れ
る
.が
、
：昨
年〗

一
月
以
來
次

第

に

上

進

し

九
：：：：：

に

は

ニ

十

七

法

六

十
^

爲
れ
，

C
V。

M 

れ
輸
入
の
劇
增
rc

加
ふ
る
に
、
金
輸
出
の
®
雛
な
る
が 

爲
め
に
相
場
の
恢
復
を
妨
ぐ
る
も
の
に
し
で
昨
年
中
#
 

月
初
の
參
菥
和
埸
沱
の
如
し
。(

ホ
準
*!
場

は

こ

十

茈

法 

二

十

ニ

半

な

ぅ

)

•く

一
月

'ー！
?1
法
1
1 

七
ニ
七
法
一
〇

ニ

ご

五
.
：

5

3L
八

1
1六
九

0 

•

H

.ニ五
'.
三'三 

九
.

ニ
七
.六
〇
 

:

四
：

ニ

.五

：
-*
.ニ 

5
 

ニ
七
''
.

-
二

三

，

五
: 

一5

3£
u
五
.

1 

一
ニ
七
 

'五.三

六

ニ

六

o
一
 

一
 

ニ 

ニ
七
四
五

-

.

:諸
國
の
爲
替
相
場
は
中
立
國
を
介
し
て
、
览
變
動
ゲ
. 

知

る

を

得

べ

く

"

和

願

の

爲

稃

市

場

は

戰

锻

以

來

重

要 

S
爲

偷

敦

市

場

の

業

務

を

#
食
す
る
に
至
れ
るVJ 

共
に
、
和
蘭
貨
幣
は
他
國
貨
幣
の
惯
格
の
標
準
た 

左
表
は
昨
年
十〗

月
中
旬
R
於
け
る
請
外
國
貨
幣
の
和 

蘭
貨
幣
に
對
す
る
打
步
を
示
す
も
の
な
り
。
'

相

揚

抵
奶
公
^

和
蘭
货
沿
打
少

伯

林

.

:

四
八
、
〇

i

i
2 L

，
■
五
.
九

、
ニ

.
六
' 

r

割
九

分

' 

維

納

三

.
四
、
〇
六

！

i

五

' 

H
=
r
o
:

、
：

四
；r

三
、

二

^

 

ゴ

ー

ぺ

ン

ハ

ー

ゲ

ン

.

六
三
、
六

.1
'1

.

.六
六

"六
七

 

四

a：

偷

敦 

ニ

、
ニ

ニ

1

二
、J. j 

七
卸 

紐
.

w 

: 

J
'
!
H
九
、-XS:
--' 

. 

. 
ニ
四
八、
.o 八
：

三
七
在

■
公

開

工

業

*

究

所

に

對

.

.
■

:

す

?>
'
私
見
ヾ
，(

^ ;
.

:
 

. 

• 

• :. 
.
 

.
 

■
 

■
 

■.

山

崎

考

樹

：

.

»
て
歐
米
諸
國
に
於
け
る
理
化
學
工
業
に
對
す
る
研
ノ 

究
機
關
をI.

瞥
す
れ
ば
ヽ
獨
逸
に
は
伯
林
王
立
材
料
試
.\ 

驗
所
、
帝
國
.物
理
學
硏
究
所
の
.外
力
ィ
ゼ
ル
維
廉
科
學j 

研
究
所
あ
佛
國
に
は
.エ
藝
試
驗
所
?>
6
、英
國
^
は 

國
立
物
理
化
學
研
究
所
办
北
米
合
衆
國
に
ば
國
立 

標
準
局
ゎ
典
他
甯
漭
篤
志
家
又
は
エ
業
會
動
自
身 

の
私
設
^
係
る
研
究
所
は
殆
ん
ど
枚
擧
に
遑
3>
ら

^
:
、
：

 

\ 

就
ホ
米
國
の「

力
I
ネ

ギ

研

究

所

の

如

き

其

規

模I 

の
廣
大
な
.る
他
界
第
1
ど
稱
せ
ら
る
。
又
獨
逸「

エ
ル 

ハ
ー
フH

ル
ド」

染
料
會
丽
が
四
十
人
の
傅
士
を
胤
問{ 

,ど
爲
せ
る
令
知
ら
ば
、
如
何
に
其
規
模
の
大
に
し
て
新 

研
究
に
£
费
を
投
觸
る
，炉
を
想
像
し
得
ら
る
べ

.く

"
又

談
會
に
於
で
 

> 

.研

究

所

及

所

長

官

舍

簿

築

費

亿

茛

六

^
'
:
: 

.
萬
竭
克
を
支
出
し
雛
常
猓
を
約
ー
一
十
一
一
萬
馬
克
ビ
す

t
 

の
，
を
討
議
す
る
や
V

伯

林「

-r :

ニ
タ
シ.J

染
料
會
歡 

(

工
ダ
f

フ
，エ
>
.
ド
會
紙
に
比
.す

‘
ば

其

規

模

素

よ 

6

小
な
^0

,

の

1

.重
役
が
自
身
の
會
社
，が
研
婼
に
對
U

 

て
消
費
す
る
金
額
.に
も
及
ば
ざ
を
.
の
‘
故
^ :

以
て
.其

經

常 

费
の
過
少
な
る
を
極
言
し
㈣

十
萬
馬
克
說
を
主
張
し
仅 

る
が
f

 

>
M

k

馬

獅

蓋

社
0

如
き
大
エ
業
會
社
が 

锊
新
研
究
0

爲
め
に
年
々
幾
十
萬
| 1

め
財
を
消
費
し
て 

惜
む
な：

き
^

見
忉
ば
チ
如
何
に
■ f

般
を
通
じ
て
戮
ガ
_
 

心
a

f t

學
の
寧
理
^

±'

れ
.
が
»

) «
-
.の
.硏
究
ど
，に
努
*

し 

0
,

、
あ
：る.
か
を
»
見

し

得る
e

同

時
,

、
歐

米

文

明_
 

の
化
‘學R

業
.の

隆

费

な

る

其

出

漱

す

る

所

決

し

て

偶

然 

に
.非
ざ
.
る
を
饥6

傲

べ

し？
■ -'
“
レ
ぃ
へ.‘
:

,

今
獨
き
の
先
覺
费
に
し
T 1
化
舉
の
大
家
:̂
'
る

「
H

ミ

\

リ
フ
イ
^
ヤ
1」「

ネ

ル

ン

ス

ド

」

，
オ

ス

ト

ツ̂
ド|:

#
てC

1

九
o

五
年
秋)

化
學
研
究
所
設
立
協
#C

V
e
r
e
i
n

a
氏
の
m
:に
..成
れ
が
化
學
抓
究
所
歡
立
鏡
意
黎
.
部 

cheBische 

R
e
i
c
h
s
.
a
u
s
t
a
5
^
:
^
^
R

il
M

^

^

‘

*
分
を
次
k 
摘
錄
せ
‘ん
，

-

.

'

站
十
怨

3
五
九)

0

錄
、

I
-

H

槳
研
從
所
に
料
す
る
私
兑

 

I

璧

縱

八

七



辦

十

沏(

三
六
〇〕

.

0

錄

斯
の
如
き
硏
究
所
を
說
立
じ
並

：

に
維
持
®
.
ん
に
は
固 

ょ
^S

微
か
ら
ざ

.
る

.

資
金
を
喪
す
。：
然
れ
ど
も
^
に
當
國 

(

獨
逸
}

に
於
け
る
:1

業
の
發
達
せ
る
所
以
を
見
、
其
.贫 

fe

な
6

し
當
國
が
®

强
R

進
め
る
所
以
を
考{ 
9

世
界 

の
競
邻
に
湖
漭
ね
ら
ん
を
す
る
こ
む
紀
思
，はV''
其
得
る
' 

所
の
大
な
る
に
比
じ.て
觅
に
11
1

避
す
べ
き
CD
;
.理
6.
%
な 

し
、
營
利
を
目
的
ビ
す
る
打
箅
に
鋭
き
商
事
會
社
に
於 

て
は
、
出
锻
を
償
ひ
て
觅
に
利
益
を
來
す
に
办
ら
ざ
れ 

ば
硏
究
«

に
巨
萵
の
財
は
消
费
せ
ざ
る
箸
，な
^
>
特
に 

大
會
II
:

大
工
場
ビ
青
は#

今

日

の

如

き

化

學

エ

•業

の

改 

f
t
發
展
は
實
に
直
接
に
新
硏
究
の
營
利
上
必
要
な
お
こ 

ど
を
示
す
も
の
に
し
て
、
今
日̂:
於

て

ば

小

エ

.：場

小

會 

祉
に
於
て
も
實
驗
所
の
設«•
な
き
は
な
ぐ
新
研̂

に
力 

を
^2

力
さ
る
は
な
&-
.な
.
-
:̂,
°

斯
の
姐
.ぐ
し
て
#
學
は
エ 

業
に
入
&

發
明
办
舞
«:

は
大
學
ょ
1

エ
.場
に
移
6

"
昝 

脅
社
は
特
別
任
務
を
帶
び
て
：

H

業
§

锘
«
に
立
ち
總
て 

の
科
舉
上H

業
上
特
許
上
の
發
列
物
を
漁
办
學
會
に
出 

财
レ
&

通
し
^
聽
''
(
,
須
^

も
^

'#

^
忽
せ
に
せ
ざ
る
の- 

み
な
ら
す
、
 

自
ら
1,

、場
0-

硏
.究
室
に
於
て
何
が
な
新
し

.
0
.
0
0
.

八
八

ぎ
著
想
を
得
^

^

で̂
實
驗
を
怠
ら
ざ
る
な
ぅ
。
避
れ 

新
職
究
の
營
利
上
缺
く
ベ
か
ら
ざ
る
こ
ど
を
確
證
す
る
：
 

レ
の
に
?)
ら
ヤ
じ
.て
何
ぞ
や
。
旣
に
硏
究
は
營
利
。
相 

反
嫌
史
^>

せ
ば
^

儘

を

超

ゆ

る

俗

學

工

業

品

に

對

じ

て 

|

®
數
龄
0'
支
财
を
慠
む
の
理
6
ら
ん
や
，
莴
々
1
平
和 

破
级
の
場
合
•の
像
に
常
に
.互

勘

の

财

を

武

裝

の

爲

に

消 

费

し

て

顧

み

ざ̂

^
思

ひ

至

。

此

の

如

き

生

產

.的 

に
じ
.

P

國
家
の
富
强
を
來
た
し
人
類
の
幸
福
を
垴
進
す 

"ベ
き
.針
畫
に
對
し
て
毫
末
も
惜
ひY

.

き
所
以
を
見
ざ
る 

る

な

ダ

云̂'
:
.
。
：

赦
黎
文w

酿
も
意
敗
最
も
明
瞭
に
し
て
能
.く
化
學
W -

究
所
開
設
の
必
耍
を
逾
破
せ
る
も
の
な
れ
ば
，
此
'

1

班

を
看
.て
以
て
«
設
立
趣
意
_
の
全
豹
を
窺
上
.に
足
：る
、
ベ

一
き
な
5
 

o

而
し
て
配
布
さ
'れ
| 2

る
.
此
«

意
.書

は

先

づ

豫

定
の
效
果
を
持
來
代
し
ゝ
T

A

0

八
年
に
は
旣
に
曾
員

數

四

十
1
人
、(
此
ロ
數
:/
£
十
八
ロ)

に
達
し
"

■

局

潴
ど
連
絡
成
れ
る
結
敗
政
府
は
無
愤
に
て
擻
地
を
す
げ 

渡
し
、
文
部
省
は
伯
体
大
^
の̂
''£
;
^
援

を

所

提

に

'佑

命

公
肫
丫
：槊
研
究
所
1!對
マ
る
私
见

じ
11
其
»
給
を
筒
擔
す
る
こ
$
、
な
れ
ゲ
、

恰
も
好
し 

.此
W
實
ビ

相
前
後
じ
で
獨
逸
蟲
帘
維
廉
一
一
世
は
豫
て
自 

身
が
胸
裡
に
§

る

畆
立
科
學
研
究
所
設
立
の
訐
書
を 

:

伯
林
大
學
.の1

1S
年

锬

に

臨

み

て

發

表

せ

ら

る

、

や

"

へ 

-化
學
硏
究
所
設
立
協
會
は
之
れ
に
唱
和
し
皇
帝
虫
载
の\ 

科
學
獎
‘M

a帝
維
廉
協
會(Kaiser W

i
l
h
e
l
m

 

Geseils- 

| 

-chaft.̂
ur F

6
r
d
e
r
u
n
g

a
e
” 

^
r

w*
5
e
n
&
p
a>
e

d
は
研
究 

\ 

所
設
立
協
會
の
採
b
た
る
方
針
を
賛
し
、
之
れ
に
向
て
一 

，拨
助
を
與
ふ
る
こ
ビ
、
な

れ

即

ち

1

九
ム
ニ
年
十 

月
設
立
協
御
は
其
財
淹
百
ー一

十
五
萵
馬
宽
の
中
ょ
5
九

' 

十

萬

馬

，克

を

支

出
.し
維
廉
協
會
は
之
れ
化
ー一

十
萬
馬
克j 

の
助
成
余
：を

交

附
し
て
建
築

®
に

充

つ

る

こ̂
、
し

、| 

.
別

に

銀

行

家

「

コ
ッ
ペ
ル

」

设
の
窬
附
に

係

る「

コ
ッ| 

ペ
ル」

基
金
ょ
6
物
理
化
學
硏
究
所
の
連
築
费
ど
し
て
，

約
15
萬
馬
克
を
支
出
し
、
此
年
建
築
に
着
手
翌1

九j 

一
一
年
十
•
->
}
竣H

し
a
帝
臨
御
し
て
開
听
式
を
開
け
る
も

物
理
化
學
硏
究
所
に
し
て
雨
^
#
々
獨
立
せ
り
ー
肢
し 

て
謂
ふ
右
獨
立
ニ
硏
资
所
の
外
*

々
「

ヵ
十
ゼ
火」

維 

廉
の
帝
名
を
冠
せ
る
實
驗
治
療
學
硏
究
所
、
石
炭
硏
究 

所
、職
業
衛
生
硏
究
所
、生
物
學
研
究
所
の
外「

ロ
グ
ィ 

一
一
ォ」

生
物
學
©

究
所
あ
^
'
後
^
は
^

持
主「
P

ク
ィ
，ニ 

ォ」

の
死
に
因
り
て
維
持
艱
難
ビ
な
办
獨
逸
聯
八
2

學
士 

院
が
典
維
持
策
を
講
じ
つ
、
あ
る
の
狀
に
艦
み
協
曾
は 

斯
業
獎
•
»
の
爲
に
資
金
を
出
し
て
引
受
け
れ
る
も
の
な 

K
y
I

化
學
研
究
所
は「

ベ
ク
マ
ン

1

/a
f

所
®

ヾ」

し

】

般
化 

學

研
究

所

：の
機
關
は
實
務
委
員
"
事
務
評

議

員

及

科

學 

評
.議
員
の1
1
1者

ネ

卜

成6

第
1

者

は

一

般*
1

管
理
を 

司

な
;̂

の
に

以

て
2£
名
の
會
員
-:
^

&

成
1

沔
1
3ー
名
は
研 

究
所
設
立
協
會
ょ
り
"

ニ
名
は
維
廉
協
會
ょ
り
、
ニ
名 

は

文

部

大

ほ

ょ

&
揩
名
せ
ら
れ
第
ー
ー
潘
即
ち
®
務
評
議 

員
は
第
ー
潘
の
事
務
處
理
を
檢
赍
號
督
し
丑
豫
«
を
泌

む
る
こ
ビ
を
以
て
«
任
務
ビ
し
第1

潘
に
M
す
る
漭
及 

め
即
ち
現
花
の「

カ
ィ
ゼ
〃」

«

*

»

研̂
究
喪
^

^

研
究
所
設
立
協
曾
の
指
名
す
る
十
名
の
會
^T

維
廉
协 

,wiFerm.F6schungs instituf)

の
，内

，の

化

學

硏

究

所

及

會

の

猎

名

す

る

I九
名
の
會
員
ょ
6-
成
立
す
、
而
し
て
第

齚
十
，

、C

三
六 
一.

)

0

錄

編

H

i
究
所
に
野
す
美
見 

I
號

八

^



第
十
^

C
H六U

)

、
雜

n I

者
即
ち
科
學
評
議
員
は
湖
學
專
問
火
家
を
代
表
す
る
. 

六
名
の
學
潘
3M
に
設
立
協
#
、維
廉
協
會
:̂
.
.コ.‘ッ
ぺ
ル」

 

基
金
の11}:

考
よ
り
出
せ
本
代
表
者
各
一:1

名
宛
合
計
十H

 

名
よ
レ
成
る
，
又
物
理
化
學
研
究
所
は「

メ
1

\

丨j

を 

所
長
ビ
す
其
機
關
傩E

 

•

は
次
に
揭
ぐ
る
其
規
程
の
♦ 

摘
要
に
.依
y
て
之
れ
が
大
略
を
知
る
ご
^
を
#
ベ

し

、 

第

1

條

.
，力
ィV

ル
.維

廉

物

理

學

研

究

所

は

綢

逸

皇 

帝
普
©
西
國
王
陛
下
の
主
裁
•の
下
に
，在

り

て
物
理
化
學 

職
氣
化
學
に
關
す
る
科
學
上
の
研
究
を
迤
む
る
，
を
以
て 

目
的
ご
す
，
- 

;±:': 

'

第
四
條
研
究
所
の
機
關
は
，

(

甲)

'資
金
委
員
會(
a〕 

科
舉
評
锁
員
會(

丙)

硏
究
所
長
の
三
遨
よ6

成
る
、
.

.； 

第
五
條
資
金
委
員
會
は

「

ゴ

ッ

ペ
ル」

霖
金
評
議 

員
ム
り
選
ば
れ
た
る
一
一
名
，
.敏
督
官
廳
よ
り
出
て
た
る 

ニ
名
1

及
所
長
よ
h

成
る
£

項
省
略
^

ご
：

第
八
條
硏
究
所
を
し
て
，

「

ガ
ィ
ゼ
‘ル
維
廉
化
學
硏 

免
所」

.又
は
其
他
旣
設
の
化
學
硏
，̂
所
機
關
ど
0
連
絡
：
、. 

を
密
接
な
し

.ひ
る
' が
爲
め
に
硏
究
趴
に
科
學
，評
議
員

第
三
號
' 

九
0

を
®
 
く

ノ

农

は

カ

ィ

ゼ

ル

*
廉

化

學

矾

究

所

の

科

學

評 

.議
員

が

同..

1

へ
に
U

て
專
門
學
者
の
代
表
潘
六
名
、」

*
廉 

協
會
の
代
表
者
一
一
名

’
.：研
究
所
設
立
協
#

の
代
表
溝
三
. 

名
及
^

n

ッ
ぺ
ダ」

基
金
の
•
代
表
者
二
名
ょ
b

成
る
.

(

後 

略)

、
:

.

'

'

.

,

-

.

.
'
一 

.

第
九
條
斜
學
馨
員
會
は
研
究
上
の
相
談
に
與
々
. 

研
究
所
長
の
計
遨
を
逐
行
す
る
：爲
に
助
カ
を
加
ふ
，

.

.'
第
十n

條
所
長
は
豫
算
を
超
過
せ
ざ
る
範
幽
拘
に 

於
て
は
M
欲
す
る
所
の
硏
究
を
行
ふ
こ
ど
冷
；く
自
由
な 

り
即
ち
其
研
^
題
目
の
選
襌
實
行
に
.就
て
は
何
等
の
制
：
 

，限

を

も

受

く

る

こ

€

な

し

(

後

略

)

，

.
第

十

四

條
 

>所
長

：
は

其

硏

究

を

遂

行

す

る

爲

に

.
共

同
 

硏

究

溝

(

助

系
■}
©に

中
位
^
位
の
役
人
を
托
命
し
又
は 

罷
免
す(

後
略)

、
' 

.

第
十
2 £
.條
'

m

員
以
外
の
獨
立
硏
究
潸
が
興
硏
究
を 

遂
行
せ
ん
が
爲
に
硏
究
所
'
の
.設
備
を
使
：用
せ
ん
芑
す
る 

ミ
豕
は
所
長
ぼ
資
金
委
員
會
に
諮
ヶ
之
れ
を
收
容
す
夯 

や
否
や
.を
決
す
、.：
收
容
せ
ら
れ
た
.
る
獨
立
硏
究
容
を
®

錄
公
册
ェ
粱
研
究
所
に
對
す

5
私兒

出
す
場
合
も
同
じ
* 

, 

: 

■
, 

獨
立
硏
究
者
は
馮
題
目
を
選
み
研
究
を
遂
行
す
る
上 

R
何
等
の
'制
限
を
も
受
く
る
こ
^
な
し
"

.

.
第
十
七
條
所
長
共
同
研
究
者
又
は
獨
立
硏
究
款
が 

硏
篼
所
の
實
驗
機
關
を
用
ひ
て
爲
し
れ
る
有
利
の
發
見 

發
明
は
研
究
所
當
人

V
J

0 .
-
間

亿

結

ば

れ

代

る

契

約

に
 

ょ
ヴ
て
處
分
せ
ら
る
、
資
金
委
員
會
は
此
契
約
の
權
利 

を
揄
つ
る
こ
ビ
あ
る
べ
し
" 

' 

.第
十
八
條
.
次
年
度
に
於
て
經
常
费
の
增
加
を
得
ん 

艺
欲
せ
ばlg.

長
は
詳
細
な
る
理
由
を
附
し
て
豫
箅
を
作 

る
,
殊
別
の
猶
加
を
要
求
す
る
場
合
^
あ
ら
ざ
れ
ば
研 

究
施
行
に
ょ
6
生
ず
べ
き

1
用

0
«
额
を
申
出
づ

C
十

奮

着

省

S

"

•

第
二
十1

1

條
ン
毎
年
四
，月
所
長
は
前
年
度
に
於
け
る
，
 

遺
要
事
項
に
.就

て

報

吿

書

を

出

す

"
資
命
委
員
食
は
右 

の
報
吿
書
に
基
き
砚
究
所
^
關
す
る
年
報
を
作
成
す
，
 

第
二
.十
！

11

條

：
豫
黨
谀
算
及
年
報
の
，寫
U
及
研
究
普 

よ
れ
出
^
>
«る
論
文
は
.缠

滯

な

..
<
/
:資

金

委

眞

#

ょ
汶
ネ

.义
ぺ
.ル
灌
金
評
議
員#

宛

及

擒

礙

'官

廳

宛

(:
-
提

出

す

？

第一 :.1

十
六
條
.「

コ
ッ
-
ぺ
火」

*

金
0

廢
せ
ら
れ
れ
る
.
-

場
合
に
は
基
金
評
議
貰
會
の
a
ff
i

^

s

s
 

u

移
る 

(

後
略
.
-
'
i

■
:

「
：n

グ
.ぺ
グ」

基
金
親
定
第
六
條
記
載
の
年
利
子
三
； 

五
千
馬
克(

研
究
所
經
常
费
の1

部
ど
し
て
毎
年
出
金
‘ 

せ
ら
る
N)

M
盡
絮
れ
る
場
合
.、フ
ッ
ぺ
ルj

氏
又
は
典
‘ 

相
續
者
若
く
は
基
本
財
圆
が
31
に
>"
|

1纘
き
同
额
の
出
金
，
 

を
な
さ
V
れ
ば
基
金
評
議
鋒
會
は
研
究
所
委
員
，の
內
へ
. 

唯
.

1

人
0 :
代
表
潜
を
指
命
す
る
の
權
を
有
す(

三
萬
五 

千
馬
克
を
出
す
間
は
一
一
名
出
す
こ
ビ
を
得
れ
ビ

も
^

& 

ざ
れ
ばi

.

名
は
減
.せ
ら
る
^
の
意y

 

第rl

十
七
條
3
硏
究
所
閉
鎖
の
場
合
に
は
殘
留
せ
る
. 

財
産
は
普
®
西
國
國
庫
の
有
ど
な
る
國
雕
は
之
れ
を
研
'
. 

觉
所
設
立
の
目
的
に
相
#
す
る
使
途
に
向
く
、
.

’
抑
も
人
類
は
其
必
耍
ぬ
應
ず
る
所
の
頭
腦
ビ
其
自
在 

な
る
所
藥
匕
を
使
用P

て
他
の
總
T

の
生
物
に
れ
皿

ぢ
又
文
_
人
は
恶
は
其
#
を
延
長
じ
れ
1
が
如
ぎ
器
具
？
.

\
 

-
 

.

.

妨

十

锘

§

s

5
雛

，
錄

^
>
4
.
槳
研
究
阶|:
.
對
す
る
私
見
;

. 

. 

S
S-
九一
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v
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^
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v
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v
l
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t
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F

t
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E
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{

l

l

l

l

i
§

i

s

i

B
8

^
3

^

i
§

f

i

^

l

i

i

&

l

u

-§
-
=
i
*
I
i
-
-
J
s
t
>
-
s
.
<
^
s
-
«
g
-
5
J8
«
-
l
^

I
»• v

公
.D3K

業
m-
'炎
所

I:
對する私見

f;
H
M.

%  
>—*

器
槭
を
俠
用
し
て
野
鐵
狄
を
抓
服
.1
,
た
4
。
.機
械
使
用 

の
•結
梁
.は
臂
に
野
@
人
^
の
間
に
社
會
上
經
濟
土
著
レ 

き
差
違
^'
生
^
し
の
.み
^
^
S
T
f'
ご

文
明
人
間
に
於
て
も 

能
率
の
優
れ
る
機
械
を
使
用
す
る
國
民
V
J.興
劣
れ
る
機 

械
の
使
用
に
甘
Â
t

る
國
民
ヒ
の
間
に
は
.勸

も

.
す

れ

ば
 

經
濟
上
め
糰
隔
令
生
修
ん
ビ
し
つ
.
、
6 

6°.
而
し
で
自 

然
の
儘
受
入
''る
\
こ
ゼ
に
^
r6
て
充
^
る
、
A
間
霜
用 

の
限
^
ゎ
る
範
牺
を
、
al
R

H
夫
的
能
力
即
ち
創
造
力 

に
依 

>
て
.漸

次

に

推

ゎ

廣

げ-»
て
人
間
の
生
耜
及
國
设 

的
在
存
競
爭
に
必
要
な
る
狀
輝
を
創
造
し
行
ィ
點
が
即 

ち
文
明
人
の
特
徵
.に
し
‘て
、
M
に
强
大
國
S
し
て
武
力 

ミ
财
カ
：

y
j

に
於
て
世
界
に
親
を
競
は
ん
狀
は
、
大
R
勞 

:カ
を
節
約
1
大
R
生
，産

力

々

增

加

す

ベ

き

優

秀

な

る

機 

械
を
創
造
し
®
ん
に
之
れ
を
利
用
す
る
の
み
«'
ら
ず
> 

_
自
接
.手
悉
く
硏
究
'0
對
象
ビ
な
し
、
以
て
微
を
穿
ち 

細
を
鑿e

不
要
の
も
の
を
必
要
な
る
も
の
に
變
化
せ
し< 

め

;■
"
舊
換
を
：改
苠1
新
法
を
發
見
心
-|
|
然
を
解
剖
し
、： 

而
し
て
典
結
果
を
受
人
れ
て
餘
す
所
な
‘か

.ら

ん

こ

ミ

を
S?
す
。
怫
國
人
は
飛
忭
器
を
發
明
し
て
天
络
を
利
]0
す 

る
交
通
を
開
ぎ
彳
自
動
¥
を
發
明
し
輕
快
至
便
の
交
通
" 

機
關
を
作
爲
じ
、
潜
航
艇
を
發
明
じ
海
跟
戰
術
に1

新 

紀
元
を
辟
き」

」

フ
.ジ

，ユ
：
ム

」

を

發

見

し

化

學

潘

の

^
を
，
 

f

->
又
狃
犬
病
の
治
療
方
法
を
發
見
し
幾
多
小
兒
0 

爲
め
に
.悲
慘
の
輝
命
を
救
.ふにしが如き、
又

»
' 

逸
人
が
人
造
ァ
リ
ザ
リ

ン
,人
造
藍
其
他
の
人
造
染
料
 ゝ

藥
劑
、
人
造
香
料
、
六
〇
六
號
即
ち「

f
ル
パ

f

め」 

名
光
線
等
を
發
明
し
れ
る
が
如
き
其
他
英
怫
米
の
產

 ̂

係

るr

ラ
デ
ユ
ム」

類
©
元
素
の
發
見
、
元
素
轉
化
の 

發
見
若
ぐ
は
空
氣
中
に
_:'存
在
す
る
多
就
稀
元
泰
の
發 

見
、
.最
も
精
密
確
實
な
る
化
學
量
論
的
硏
究
、
無
線
霉 

信
，
無
線
電
話
の
.發
明
等
の
如
令
凡
そ
今
日
國
際
競
#
. 

の
-局
面
代
必
要
な
る
機
械
科
學
：a
rc
エ
業
の
進
步
の_

日
.
 

に
月
R
®
:
ん
な
る
所
以
の
も
の
は
皆
硏
究
f
苦
心
の
喪 

な
ら
ざ
る
は
な
t

w
究
な
く3

で
此
進
步
6
る
こ
ど
な 

し
、
.即

ち
此
進
步
を
羸
ち
得
ん
、に
は
研
究
者
を
し
て
口

< 

管
硏
究
に
.
.
¥心.な
.ら
し
む
.外
な
し
換
言
す
れ
ば
研
究
5

.爲
め
の
研
^
所
を
設
立
す
'る
、j VJ

を
喪
す
る
、な
ら
、
是 

れ
即
ち
我
國
民
經
濟
の
爲
め
に
し
て
又
富
國
の
.根
本
義
> 

た
る
な
.

CN: 

、

. 

. 

V

然
る
に
役
人
を
試
驗
者
又
は
研
究
漭
e
す
る
研
究
所 

は
鬼
«
に
職
掌
1
遍
に
流
れ
且
づ
沈
滯
に
脗
6
易

く

し
ノ 

て
著
し
&
效
粜
を
得
難
し
、
我
農
商
務
翁
管
理
の
工
業\ 

試
驗
所
大
阪
府
立H

業

試

驗

場

の

如

き

は

之

，れ

に

属

し

j 

且
弒
驗
が
主
に
し
.て
研
究
は
從
れ
.る
な
ぅ
、
又
實
社
會 

の
要
求
に
伴
隨
す
る
研
究
は
®
に
學
生
の
揩
導
に
適
應 

す

.'る

研

究

題

目

.を
®
す

る

所

の

専

門

火

'學

.
の

試

驗

室

又
 

は
研
究
室
に
^
む
.ベ
.き
に
わ
‘&
ず
、
又
目
下
問
®VJ,

な 

$
居
る
理
化
學
研
究
所
®
計
畫
內
溶
雔
に
其
事
業
の
' 

1 

般
を
檢
す
れ
ば
、
製
造H.

業
の
現
狀
に
照
ら
じ
之
れ
が
，
j 

0

の
'指
導
に
對
し
で
其
必
要
な
る

こ
す
は
匆
論
な
办
，
 

ど
雖
も
、
.其
時
V
5h(

‘-R
變
-f
f
ctr
,る
K'
ti
:
#
の
要
求
を
十 

分

遺

慽

な

く

滿

た

し

如

上

.の
沈
滯
を
防
ぎ
旦
つ
各
方
而 

の
■
擊

を

確

實

に

し

以

：て
化
學

X
業
發
明
等
.の
勃
興
を

完
全
に
漼
進
し
得
る
：や
•

侦
ほ
；疑
間
な
き
を
得
ざ
る

、
：
.

-

' 

- 

- 

.
:

/
、
：
‘ 

. 

. 

•• 

. 發
明
の
根
源
作
る
硏
究
的
精
神
の
有
無
は
國
家
社
會 

の
利
益
..に.對
す
る
.特
.讲

の

觀

念

ビ

趣

咏

ビ

を

);
«
.
問

題

ど 

し
て
槪
論
す
る
ビ
き
は
、
資
產
を
有
ず
る
こ
ビ
多
き
激 

に
缺
け
却
.て
資
產
を
有
す
る

こ

ビ

少

な

き

者

若

く

は

無 

資
產
者
が
之
れ
を
有
す
る
こ

は

"

即

ち

旣

に

富

め

る 

潜
は
身
心
を
苦
し
め
幾
多
の
辛
勞
を
要
す
る
硏
究
を
爲
. 

さ
ん
よ
り
は
、
如
何
に
じ
'て
其
享
有
す
る
富
を
增
M
す 

ベ
き
か
に
付
考
慮
を
酿
ら
す
に
反
し
、
薄
資
又
は
無
資 

產
の
者
は
名
利
を
羸
ち
て
成
功
す
ベ
く
工
夫
硏
究
に
心 

血
を
傾
注
す
る
が
故
に
.し
て

 
' 
偶
々
此
名
利
心
に
對
す 

る
、成
功
が
肌
ち
.國
家
社
會
を
利
.益
す
る
所
の
發
明
發
見
. 

，を
持
來
す
も
ー
の

vj

す
。
然
れ
ど
も
、如
何
に
欝
勃
た
る
研 

.究
的
精
神
ビ
«
も
硏
究
に
要
す
る
1兀
本
ビ
硏
究
機
關
« 

ぐ
し
"て
”
之
れ
を
發
挪
す
る
こ
ど
を
得
べ
.か
ら
ざ
る
ビ 

同
時
に
、
國
.胄
社
會
も
亦
典
發
»
に
係
る
結
果
を
收
獲 

す
る
こ
ど
^
得
ざ
る
f

、

我
國
の
發
.明
家
は
從
來
餘 

6
:寵
遇
♦
ル
居
ら
ざ
れ
ば
實
際
爲
さ
'ん
ビ
欲
b
て
双
し

第
三
號
，.

九
.三

第
十
卷

(

H
六
艽)

雜
錄
公
開
丁
：灘研
究
所
じ
對
す

A
私見
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J
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議
ト
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到

翻

l
i
:

►TV^i
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ハ

第

十

怨

s

六
六)

雜

M

翁

，

K

業
研
究
所
に
锻
1

私
兄

S
:號

九
四

能
は
ざ
る
な
ム
。：

.

.斤

:
.
:
.
'
;,
'
l
v':
.
.

民
間
に
ば
聲
れ
れ
る
微
力の
發
明
家
卫
あ
家
夥
1,
、
.-
'

彼
等
に
向
て
適
當
に
し
て
現
代
的
な
ヶ
研
究
の
機
關
を

材
來VJ

を
提
il
l
し

、

財

政

上

*
慮

す
る

.こ

マJ
S
N̂
し
て

i
tl
l
に
研
能.せ
.し

む

れ

，ば

、
：

.必
^
ゃ

玆

に

骚

.明

的

才

能

の
發
揮
を
®
得
べ
i

又
彼
等
の
中
ょ
&
發
明
發
見
に

對
す
る
天
才
を
發
見
し
得
ら
.る
ベ
.ぐ
、
隨
で
歐
米
人
を

吃
*
せ
し
む
る12

足
る
大
發
明
大
發
見
全
ぐ
無
しVJ.

限

ら
ざ
る
^

4
、
假
令
這
の
.如
k
世

界

的

大

發

明

又

ば

大

發
見
.は
：現

れ

ず̂
す
る
.も
、.
彼
等
の
#

へ
得
る
*

:'
>
:職
.

ち
創
造
力
を
以
て
切
#
琢
應
の
繰
返
さ
る
>
W
5B
0 ,
功

に
依
ト
て
、
不
要
0
も
の
'を
必
要
の
も
の
に
變
化
じ
、

舊
法
を
改
爽
し
，新

法

を

起

し

y 

.
大

忙

勞

カ

を

節

約

し

大

に
生
產
力
を
翁
加
す
る
所
の
發
明
發
見
.が
成
就
せ
ば
、

K
が
持
來
本
所
の
我
國
家
社
會
の
經
濟
上
の
利
益
ゃ
實

に
傲
大
な
る
も
の
ゎ
ら
-ん
ビ
す
、
是
れ
即
ち
吾
人
が
如

上
0 -
前
提
を
盡
し
丽
し
て
公
開
エ
業
研
究
所
を
論
じ
社 

會
に
'向
て
起
.
_謎
を
您
通
す
る
.所
以
な
'办
。

.

.

.

.
；

.

■
研
究
的
精
神
':を
有
す
る
*
於 
> 
自
由
•に
：出
' 入
し
て
研
，

究
し
得
る
公
歌H

業
研
览
所
故
、
與
に
時
代
.の
遒
求
す

旮
挪
に
屬
じ
.又
»
開
設
は
賴
眉
の
急
兹

れ

纟

、

蒔
^

種
子
啟
生
べ 

'ざ
る
諺
の
如
く
、
.又

&

曲
研
究
の
機
關
は

地
#
肥
沃
な
な
園
圃
の
如
く
、
31
業
#
料
は
秫I

f

の
如

ぐ
？
骚
明
家
玉
夫
家
は
栽
培
考
の
如
し
、
肥
沃
な
る
II
I

圃
^

#

^̂-
を

煶

供

せ

ヤ

し

て

®

豸

な
る

娘
»
.の
收
獲
.

多
る
ベ
ま
裳
な
し
？
今
や
歐
洲
の
大
戰
亂
が
偶
今
我
國

に
#

6
'b

、'「

我

官

民

に

し

て

精

腾

努

カ

せ

.ば

一

東

煎

か

市
場
は
我
手
：に
.馨

占

ず

るk
不
可
能
な
ら
ざ
る
表
徵
办

ぅ
。
即
ち
英
獨
雨
國
は
戦
後
如
柯
に
.貿

易

の

*
張
に
銳

意
す
る
.
4も
> 
財
政
上
の
腿
追vj

勞
力
の
減
掼
ど
の
爲

め
大
m
淹
業
上
の
發
展
を
妨
ぐ
る
結
煨
"
戰
前
の
盛
況
：

に
«
す
る
迄
に
は
意
外
の
歲
月
を
要
す
る
や
1

」

明
か
雪

で
、
我
商
工
業
は
勘
く
も
五
八
：年
の
間
は
雄
を
東
涕
0.

.市
碭
に
稱
す
る
を
得
べ
し
ど
*
も
' 
‘之
れ
を
維
持
す
る

カ
足
ら
中
又
我
供
給
す
る
貨
物
に
し
て
®
眞
値
2
':uけ

-:

ヾ
 

れ
ば
、
折
利
販
路
を
愦
張
す
るV」

も
忽
ち
他
國
の
硗
部
-

漭
の
爲
め
に
奪
ひ
法
ら
る
、
に
：ヤ
る
べ
し
。
故
に
現
下 

東
洋
市
場
；

i

競
^
上
の
勁
敵
な
しV

J

て
安
心
し
汕
斷
す 

る
こ
S
最
も
非
な
6
。
前
に
も
！i

に
述
べ
れ
る
が
如
く 

由
來
我
國
製
品
の
不
詳
は
，龃
製
品
を
供
給
し
た
る
に
わ 

A
V
J

云
ひ
得
べ
'ぐ
、
小
賢
本
を
以
て
經
營
せ
る
小
エ
圾 

多
く H

場
設
僩
の
不
整
®
、
機
槭
能
率
の
劣
礙
、
試
驗 

又
は
研
炎
設
備
の
不
備
等
に
存
す
れ
ば
"
龃
製
の
弊
を 

矯
茈
す
る
ビ
同
時
に
優
良
品
及
立
派
な
るH

業
的
發
明 

品
を
製
出
す
る
こ
を
大
に
獎
働
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る 

な
り
9
化
學
エ
業
の
方
而
に
.於
て
官
尻
の
共
に
供
に
盡 

力
す
.ベ
き
途
や
多
か
る
べ
し
^
離
も
、
公
開
エ
業
湖
究 

所
の
如
き
は
藍
し
急
務
4»
-
の
急
務
な
り
ビ
信
す
。

公
開H

業
硏
究
所
は
自
山
な
る

活
泐
U
遗
慽
な
き

ヾ」 

^
を
喪
す
故
に
會
訏
檢
査
等
繁
鎖
な
る

拘
東
な
く

&
凼 

に
迅
速
に
金
錢
を
支
出
し
得
ん
が
爲
め
官
省
を
離
れ
I
 

助

成

金

の

下

附

は

別

問

題

？
す
ー

篤
志
家
常
業
漭
等
の 

寄
附
財
圃
に
據
る
を
便
ど
す
べ
し(

一)

1
ヵ
ィ
ゼ
ル
維 

廉
科
學
研
究
所
の
成
立
^
に

基

本

.
]!
|

產

も

之

れ

に

榄

れ
'り
十
又
撕
究
的
精
神
ぁ
る
技
#
學
潘
を
所
員
s

b
'x
洪 

同
硏
究
潘
S
す
べ
く
ハ
こ)

エ
爾

:0
:«
際
家
.、
.禅
1
:學
:« 

の
敎
師"

エ
埸
の
技
師
職
エ
其
他
硏
究
的
精
神
に
滿
ち 

れ
る
獨
立
硏
究
密
を
收
用
し
て
自
由
.に
硏
究
せ
'し
む
べ 

し(

三j

何
ほ
又
踹
時
の
小
硏
究
に
對
し
て

圖
«

«g
*

 

設
の
下
に
隨
意
硏
究
の
爲
め
0
H1
入
を
简
便
な
ち
し
0 

べ
し(

四)

。

■

今
左
に
公
開H

業
硏
究
所
の
分
料
»
設
に
對
す
る
® 

人
の
理
想
を
猫
げ
て
世
の
識
#
の
敎
を
乞
は
ん
。

◎
公
關

H

業
砂

^
if
:

〇
エ
業
圖
案
部
：
-

:
.
:
*
へ::

'
墨

室

：
'

,'
.

i  

.製
圖
々
.案
作
成
に
要
す
る
.器
具
を
備
ふ
。

I

、，
咎
猶
發
明
品
、H

業
製
品
等
0
圓
案
を
陳
列
す《

.

.

標
本
室
'
,

■■
:: /
.

:.■
、 

- V

::-

:

1

•

化
^H

業
製
品
を
陳
列
す
。

•
糞

撮

影

室

、，

S

重

寫

興

器

、
ー
天
然
色
寫
眞
器
诞
に
寫
眞
撮
.

妨
十
怨
.
.(

三
-六
.

七
.}

錄
.

公
硝
C「

業
研
究
所
に
對
す
る
■私
显

I
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學
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機

槭
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“ヽ
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應
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用

化
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實
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要

す

る

器
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備
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.
：
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換

料

實

驗
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器
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機
械
谷
種
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鏃
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等
の
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備
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:
.
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j 

.實
驗
室
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光
度
計
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小
抵
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测
定
器
"
錙
馄
流
訃
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精
密
電
氣
测
定
器
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シ
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グ
ジ
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テ
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シ
'オメ
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ト
ル
等
の
設
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、
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〇
機
植
部
:
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H

業

用

材
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定

場
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r

强
弱
賦
驗
器
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屈
曲
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驗
器
>
:
金
屬
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他
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械
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_
力
試
驗
«

,

«力
計
及
*
容
舴
榆 

:

定

機

，
宠

斯

：發

熱

量
弒
驗
等
の

.設

備

、
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一
. ;
,

.1

"
蒸

汽

鎚
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>
掘

風

機
"
其
他
.锻
エ
に
耍
す
る
微
備
、

鎊
造
'0:
場
、

」

.

-
■
 

.
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-V

:4

、
熔
鐵
爐
.:
>
坩
堝
鎔
解
煺
、：

y

起
1
擁
y
ぃ
扇
^

^

-

へ
械
ぺ
送
風
機
械
等
の
設
備
、：

：：：：」
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■-
'
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1'
'

仕
上
工
場
.
.

一
、
各
種
鏃
盤
、「

シ
カ
>-
パ
ン
^

シ
ヤ
ー
ビ
シ
マ 

.グ
ン
^
フ
ラ
ィ
メ
パ
ン」

、各
種
錐
揉
機
槭
->
::
'

齒
輸
切
機
槭
、
'
孔
剑
機
械
、
^ :

切
機
械
t

車 

軸
锲
路
削
取
機
、
平
削
機
"

堅
削
機
，
磨
削 

-

機
、
■

機
械
A

成
形
機
，
石
油
狻
動
機
"

®'

■
動
機
、
輕
便
起
重
機
等
の
設
備
、
'+
.

木

工

場

'

,

.1

，
木
工
鏃
盤
，
圆
鋸
機
槭
，
®
鋸
機
槭
，
枘
，切 

:

機
槭
、
：溝
切
檄
械
、
木
材
削
機
槭
、「

花
丨

ダ 

デ
ィ
ン
ダ
メ
シ
ジ」

、面
取
機
槭
、
穿
孔
機
、

等
灼
機
、
：® .
.搾
機
"

m
動

機

"
雜

樹

目

立

機

丨 

鉋
及
硏
磨
機
等
の
設
備
、
''

木
材
乾
燥
蜜
; '
:

、

：
V

:
:
.
て 

,
1
、

木
材
乾
燥
通
等
の
裝
歡
、

金

-«
細
エ
場
；，.：

0

铬

冲

渝

:H
:A
九
.

)

雜

徜

'
公
開
：ェ
璣
.研
.究
所
に
'對
す
る
私
見
：

い
'；
鍍

金

裝

置

，

；

1

鎚

*
极
金
工
作
機
、

小
細

-
-.
: 

装

身

具

等

ぬ

霍

、
：r. :::D::' 

r 

.

M
m
s
§
0
^

.

ベ
：
'
:

.
'I

，
蒸
汽
及
芨
斯.r

ィ
ン
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齎
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述
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猫
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